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【 大阪市内保育園にて食育授業を実施 】 

部  署 大阪販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 10 日（水） 

場  所 たつのこ保育園、ふじのもり保育園、こすも保育園 

品  目 えのきたけ、ぶなしめじ、エリンギ（JA 中野市） 

宣伝の 

内容・効果 

大阪市内の社会福祉法人ユニバーサルケアの 3 園（たつのこ・ふじのもり・こすも保育

園）にて食育授業を開催しました。本年度は 3 園ですでに果実の食育を実施しており、今

回のきのこの食育で 3回目の実施でした。 

きのこ単体でなく、様々な長野県の農産物に触れ合うことで、長野県農産物のファンに

なってもらうよう取り組みました。また、家庭でもきのこに触れてもらうよう園児へはお土産

にきのこセットなどを贈りました。 

 今回の食育授業においては、新型コロナウイルスの感染防止に配慮し、全農長野の職

員は参加せず、園にえのきたけ390個・ぶなしめじ 450個・エリンギ480個と説明用の資料

を提供しました。 

 子供たちは新鮮なきのこに触れ、形や感触、独特の香りを楽しみました。翌日の給食で

は、特別メニューのきのこ給食「きのこのホイル焼き」「きのこごはん」「きのこのチーズ焼

き」「なかよしきのこのカチャトーラ」を食べました。ふじのもり保育園中面谷園長からは「JA

全農長野さんからの食育活動の取り組みを重ねるごとに、私どもも子どもたちも長野に愛

着が湧き、そこで生産される食材のファンになっていきます。また、日本の「食」についても

思いが深まり、大変貴重な機会をいただけております。」とお礼の言葉もいただけました。 

 全農長野大阪販売事務所では、小さな子供のころから長野県農産物のおいしさを知って

もらい長野県農産物のファンになってもらうべく、今後もこうした食育活動を継続してまいり

ます。 
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【 長野県大阪観光情報センターにてきのこセット販売を実施 】 

部  署 大阪販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 11 日（木） 

場  所 長野県大阪観光情報センター 

品  目 
えのきたけ・エリンギ・サニーマッシュ（JA中野市） ぶなしめじ（JAながの） なめこ（JA上伊

那） 

宣伝の 

内容・効果 

長野県大阪観光情報センターにて「11月 11日長野県きのこの日」を PRすべく、きのこ満

足パックを使ったセット販売を実施しました。 

きのこセットの内容は、えのきたけ・ぶなしめじ・株取りなめこ・エリンギ・サニーマッシュの

5種類で展開しました。 

販売は長野県の協力をいただき実施しました。全120セットでしたが、ボリューム感たっぷ

りの内容に立ち止まって購入するお客様が多く、見事完売となりました。 

これからも大阪販売事務所では、試食宣伝に頼らない様々な手法を模索しながら、長野

県産きのこの需要創出・消費拡大を図るべく企画を実施してまいります。 
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【 大阪府内小学校にてきのこ食育体験授業を実施 】 

部  署 大阪販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 26 日（金） 

場  所 豊中市立螢池小学校 

品  目 えのきたけ、ぶなしめじ、なめこ、エリンギ 

宣伝の 

内容・効果 

大阪府豊中市立螢池小学校にて、きのこ食育体験授業を実施しました。 

5 年生 2 クラスを対象に、長野県の特徴や、きのこ生産について学んでもらいました。ま

た、生徒へは 1 人 1 セットずつお土産ときのこの生産工程が分かる資料を贈り、今後の家

庭内での活用も促しました。 

授業内容は長野県ときのこの密接な関係性を伝える事に加え、ビン付ききのこを使って

きのこの匂いや触感を肌で感じてもらうことに重点を置きました。 

“ぶなしめじは思ったよりも硬かった”や、“なめこってこんなにヌルヌルしてるんだぁ”等と

いった感想をもらい、きのこに少しでも興味を持ってもらうことができました。新型コロナウ

イルスの感染防止のため調理実習が出来ませんでしたが、お土産のきのこを準備し、家

庭内食育用として長野県の美味しいきのこを味わってもらう運びとしました。 

 全農長野大阪販売事務所では、小さな子供のころからきのこのおいしさを知ってもらい長

野県きのこのファンになってもらうべく、今後もこうした食育活動を継続してまいります。 
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【 京美 静岡・磐田今之浦店にてきのこセット販売を実施 】 

部  署 大阪販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 27 日（土）～28 日（日） 

場  所 京美 磐田今之浦店 

品  目 えのきたけ、ぶなしめじ、エリンギ、なめこ（JA 信州うえだ、JA グリーン長野、JA中野市） 

宣伝の 

内容・効果 

令和 3 年 11 月 27 日～28 日にかけて、京美の新店オープンセールに合わせて、きのこ

満足パックを使った販促を行いました。 

 きのこセットの内容はえのき 200g、ぶなしめじ 100g、ミニエリンギ、茶えのき、株なめこと

合計 5つのラインアップでした。 

新店オープンの間もない時期で好天に恵まれたこともあり、好調な売上げに繋がりまし

た。現状はコロナが落着いているものの、消費者の購買実態は下火の状態が続いている

中、目線を変えた企画提案となりました。 

マネキン等による対面販促も徐々に緩和されつつあるものの、まだ制限がある中、今後

とも様々な手法を模索しながら、長野県産きのこの売り場拡大・消費拡大を図るべく企画を

実施してまいります。 
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【 NEC 社員食堂にて果実・野菜・きのこ・花きの信州フェアを実施 】 

部  署 東京販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 16 日（木） 

場  所 日本電気 社員食堂 本社ビル、府中、玉川、高津、我孫子営業所 

品  目 

リンゴ（シナノゴールド、サンふじ） 

野菜（白菜、セルリー）、きのこ（えのき、ぶなしめじ、エリンギ、株なめこ、まいたけ）、 

花き（トルコギキョウ、アルストロメリア、カーネーション、ダリア、ストック 他） 

宣伝の 

内容・効果 

 東京販売事務所では11月 16日（木）に、NEC社員食堂5ヶ所にて果実、野菜、きのこ、花

きの信州フェアを開催しました。 

 デジタルサイネージでの事前告知もあり、「秋の信州味わい御膳」「りんごスイーツ 2 種」の

注文は非常に多く、我孫子食堂ではイベントメニュー過去最多販売数を達成するなど、たくさ

んの社員の方に注文していただくことができました。また、花き展示も食堂を華やかに飾り、

利用者の目を引き、写真を撮られる方も多くいらっしゃいました。 

短期間で開催したことにより、前回の果実フェアの印象が残っている社員様も多く、今回

の信州フェアを楽しみにされている様子が伺えたフェアとなりました。 

東京販売事務所では、今後も食育活動の一環として社員食堂にて本県産青果物を味わ

い、知ってもらうために定期的にメニュー訴求とサンプリングを展開していきます。継続的な

企画・提案を行い、社員食堂利用者に本県産青果物の魅力を発信し、ALL 長野としてのファ

ン獲得に繋がるよう取り組んでいきます。 

 次回は 12 月 16 日（木）に果実（リンゴ、市田柿）、きのこにて実施します。 

🍴秋の信州味わい御前 

 鶏のから揚げきのこみぞれ仕立て 

 小松菜ときのこのゆず胡麻ポン酢和え 

 長野県産白菜とセルリーのお漬物 

 なめこの味噌汁、松茸ご飯、長野県産リンゴ（シナノゴールド） 

🍴豚肉きのこ（そば/うどん） 

🍏シナノゴールド使用 りんごのレアチーズ 

🍎サンふじとシナノゴールド りんごのメープルトースト（自家製絹生食パン） 
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【 品川区の小学校にてリンゴの食育授業を開催 】 

部  署 東京販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 24 日（水） 

場  所 品川区立延山小学校 

品  目 リンゴ（シナノゴールド、サンふじ 他） 

宣伝の 

内容・効果 

 東京販売事務所では、品川区立延山小学校の 5 年生 3 クラスにて、リンゴの食育授業を

行いました。 

東京販売事務所からは、長野県産リンゴの他産地との栽培上の違いや、1年間の栽培工

程を説明し、本年の春先の凍霜害にも触れながら、リンゴ栽培は気象災害と常に隣り合わ

せであることを少しでも知って頂きたい想いで授業を行いました。また、気象災害を受けて

サビや斜形果となってしまっても美味しさには変わりがなく、リンゴをたくさん食べることが生

産者への励みになることも伝えさせていただきました。 

授業の後半には東京青果による市場の機能とセリの様子、野菜ソムリエによるリンゴの

保存方法や食べ方提案について説明もしていただきました。生徒の質問の中には「シナノゴ

ールドはなぜ黄色いのか？」「なぜサンふじという名前がついたのか？」などの質問が飛び

交い、有意義な授業となりました。今回は試食の提供は行いませんでしたが、お土産として

サンふじ、シナノゴールドを用意し家に帰ったら食べ比べをして欲しい旨を伝えさせていただ

きました。また、各種ノベルティも用意させて頂き、生徒からも大変好評でした。 

 今回の食育授業を通して生徒の皆さんが長野県産リンゴの魅力や生産者の苦労を少し

でも感じていただけたら幸いです。 

東京販売事業所では今後も食育授業を通じて、若い世代におけるリンゴへの興味・関心

を高めていただけるよう取り組んでまいります。 
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【 大田市場仲卸ハナマーケットにて“アルストロメリアフェア”を実施 】 

部  署 東京販売事務所 

日  時 令和 3年 11 月 26 日（金） 

場  所 大田市場仲卸 ハナマーケット東京 

品  目 アルストロメリア 

宣伝の 

内容・効果 

東京販売事務所では、フラワーオークションジャパン様ご協力のもと、JA上伊那産アルス

トロメリアフェアを実施しました。本格的なアルストロメリアのシーズンに入るというタイミング

で、新品種を加えた全 24 品種でのフェア開催となりました。 

店頭ではオリジナルのぼりやポスター、風船を用いて、大きな売り場を確保、目を惹く売

り場での販売となりました。秀 80 ㎝の上位等級を取り揃えていたこともあり、デザイナーを

中心にご購入いただくことができました。 

また、セリ前挨拶を実施し、年末需要期に向けての産地 PR 及び花材提案を行いました。

来場されている方だけではなく、在宅ゼリで参加している買参人に向けてのアピールにも繋

がりました。 

今後も東京販売事務所では、仲卸から一般消費者の皆様まで、幅広い方々に向けた長

野県産花きの新たなファン獲得及び消費拡大に向け企画投入を図ってまいります。 

  

 

  

 

 

  

市場展示と併せた仲卸フェア！ 

新品種はミコノスやステファニー 

ウインターフィル、ライムライトなど、 

バリエーション豊かに揃っています 
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【 長野県 4JA 合同アルストロメリアフェアを実施 】 

部  署 東京販売事務所 

日  時 第 1回：令和3年11月 13日（土）～14日（日）、第2回：令和3年12月 4日（土）～5日（日） 

場  所 ユナイテッドベジーズ 川崎店 

品  目 アルストロメリア、ユーカリ、カーネーション 

宣伝の 

内容・効果 

東京販売事務所では、大田花きご協力の元ユナイテッドベジーズにて、長野県 4JA 合同

アルストロメリアフェアを実施しました。JA 上伊那/信州諏訪/松本ハイランド/佐久浅間より

全 8品種を用意し、最盛期に向けて産地及び品種についての PR をしました。 

店舗では、のぼりやポスターを掲示し、第2回には信州力エアPOPも駆けつけ、にぎやか

な売り場となりました。どちらの日程においても天気に恵まれ、人通りは多く夕方の時間を中

心に立ち寄って下さる方が多くみられました。 

お客様からは「フェアの際は特に鮮度が良く、日持ちする！」「普段ではないフロリンカが

あるので毎回楽しみにしています！」といった嬉しいお言葉を頂きました。また、購入特典と

して「りんごジュース」をプレゼントし、消費喚起に繋がる取り組みも行いました。 

産地応援の難しい状況ですが、資材等を活用しながら、本県産花きのPRを行い新たなフ

ァン獲得及び消費拡大に向け企画投入を図ってまいります。 

   

 

 

 

第 1回 

第 2 回 

アルストロメリアと共に 

ユーカリやカーネーションも 

取り揃えて頂きました！ 


